
灘
鰐
叢

.

論

説

住

居

税

の
本

質

及

其

構

造

・…
・・…
.…
…
…

・渋
墨
博
士

ヵ

1

ヘ

ン

タ

ー

の
肚

會

改

革

意

見

…
…
...
法
學
博
士

肚

會

政

策

よ
り
観

穴
る
吾

國

の
財

政

三

Y
…
法
學
博
士

人

糞

尿

の
國

盆

(
二
)
…
…
…
…
…
…

..…

…
…
法
學
博
士

植

民

地

の
労

働

政

策

(
二
、
完
∵
.・…
・…
-
…
…
・法
學
博
士

時

事

問

題

支

那

の
富

源

開

放

と

其

冠

會

問

題

…
…
・
..法
學
博
士

銀

行

の
手

形

引

受

制

度

…
…
…
…
…
…
・…

…
法

學

士

雑

録

航

空

運

送

…
-
…
・・…
…

…

…
・…

…

・三
、…
…

法

學

士

今

年

度

下

年

期

に
於

け

る

内

地

産

米

の

.

量

、

僧
…
に
就

い

て

…
…
,.・…
,…
:
・…
…
…
・…
・法

學

士

肚

會

問

題

評

論

・.…
…
…
・…
…
・…

.…
-
…
…
.・注
學
博
士

瀞

戸

正

雄

河

田

嗣

郎

小
川

郷
太
郎

財

部

静

治

山

本
美
越
乃

戸

田

海

市

大

森

研

造

小

島

昌

太

郎

伊

丹

萬

里

神

戸

正

雄

」



論

説

カ
i

ペ
ン
タ
ー

の
.泄
會
改
革
意
見

第
九
巻

(第

二
號

二
二
)

二
三
二

カ
ー
ペ
ン
タ
あ

蕃

改
革
意
見

血

河

田

嗣

郎

呵融

.

日

序

叫
蝉

前
號
・
於
・
吾
人
筆

ソ
チ
良

の
馨

審

主
義
に
關
す
る
見
蟹

窺

っ
て
見
な
。
本
號
に
於
て
は
更
に
力

鰹

-
ペ
ン
タ
ー
氏
(出

番
乙

9
雇

・。
・
)
の
現
在

の
経
濟
に
封
ず
る
批
評
箕

の
改
造
に
關
ず
る
意
見
蕃

叩

い
て

伽

見

る
こ
享

・
。

・
・
チ
良

の
主
翼

力
-
ペ
・
タ
良

の
思
想
に
負
ふ
所

の
多
大
な
な
は

ぺ
.
チ
】
昏

㎞面

ら

之

を
言
明
し

て
居

る
。

蜘距

　

.

に

文
明
の
病
患
と
其
の
救
治

諏

、
吻

ヵ

1
ペ
ソ
タ
ー
恥

の
肚

會
改
革

に
關

す

る
意
見

を
知

ら
ん

が
矯

め
に
は
、
必
争

や
先

づ
氏

の
現
代
交
明

に
封

ず

飴玉

る
批
評
を
見
・
如
何
に
氏
が
現
代

の
祉
會

ご
経
済
薩

於
け
る
病
弊
に
就
い
て
其
の
暇
根
の
在
る
所
を
指
摘
せ
る

ん
D

か
を
知

ら

な
け

れ
ば

な
ら
漂
o

,

r



カ
ー
ペ
ン
タ
ー
氏
の
見
な
所
に
依
れ
ば
、
吾
等
は
現
今
文
明
生
活
を
爲
し
つ
」
あ
り
ε
禰
せ
ら
る
～
に
拘
ら
事

實
は

一
種
不
可
思
議
な
る
妖
態

の
下
に
在
る
も
の
に
て
、
確
か
に

一
種
の
病
的
状
態
に
在

り
こ
せ
ら
る
、
。
而
し

て
氏
は
此

の
交
明
の
病
的
状
態
は
諸
多
.の
國
民

の
必
寧
や

】
度
は
脛
過
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
も

の
な
る
が
如
く
に
考

へ
ら
る

＼
け
れ
ざ
も
、
古
来
史
乗
の
示
す
所
、
此

の
病
的
状
態
を
都
合
好
く
経
涸
し
て
其

の
完
全
な
る
恢
復
を
得

の

な

る
も

の
は

、

一
8
し

て
之
れ

あ

る
臭

し

と
喝
破

し

て
居

る
。

氏

は
以
爲

ら
く

、

試

に
現
今
諸
國
内

に
於

け

る
醤
師

の
藪

を
見

よ

。
其

の
如

何

に
も
多
数

な

る
に
は
、
何
人

左
難

も

一
驚
を
喫

せ

ざ

る
を
得

ざ

る
可

く
、
斯

く
も
多
数

の
讐
師

を
要

す

る
現
時

の
人

々
は
、
如
何

に
し
て
其

の
健

全

な

る
を
謂

ひ
得

る
や
。
而

し

て
そ
は
濁

り
文

明
人
に

の
み
限

ら
事

。
未

開
人

ご
雌
も

一
と
度
文

明
な

る
も

の
に
接

燭
す
れ
ば

、
直

ち

に
諸
多

の
疾
患

の
爲

め
に
侵

さ
る

、
所

ε
な

る
。
又
家
畜

に
就

き
て
之
を
見

る
も
、
彼

等
は
野
獣

の
全
く
之
を

有

せ
ざ

る
多

く
病

を
有

し
、
其

爲
め
に
苦

み
其
矯

め
に
売

れ

つ

、
あ

る
。

惟

ふ
に
視
聴

の
病
患

は
之
を
肉
膿
的

の
も

の
こ
精

神
的

の
も

の
ε
の
両
方
面

に
於

て
見

る
こ
ご
が
出

家

る
。
其

の
肉

器
的
疾

患

は
身

鵤
内

部
に
於
け

る
調
和

ピ
統

】
ε

の
缺
如

よ
り
摩

る
も

の
旋
、る
や
言
を
侯

血

仰
。
然

る
に
精

神
的

に
見

た

る
現
時

の
病

患
も

や
は
り
此

の
調
和

と
統

」
こ
の
缺
如

よ
り
來

る
も

の
た

る
に
外

な
ら
令

し

℃
、
現

時

に
於

け
る
精
静

的
大
缺

陥

は
.
人
.恥

一
般

に
安

定

を
得

参
、
常

に
動
揺

せ
る
不
資

の
歌

態

に
在

る
こ

ご
之

で
あ

論

説

力
」
ペ
ン
タ
ー
の
肚
會
改
革
意
見
.

第
九
巻

〔第
二
號

二
三
V

二
三
三

2>Ed・Carpenter,Civilization:itscauseandcure,

P.1,
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「

,



'

、

・

論

説

力
1

ペ
ン
タ
可
の
肚
曾
改
革
意
見

第
九
巻

(第
二
號

二
四
∀

二
三
四

る

Q尤
も
文
明
ε
匹
ふ
.詞
砿
時
に
異
れ
る
意
味

に
用

み
ら
れ
、

一
方

に
は
人
類
め
到
達

す
可
き
理
想
的
状
態
塗
意
味

し
、
他
方
に
は
人
類

の
経
過
し
蒸
れ
る
雁
皮
的
過
程
を
意
味
す
る
。
而
し
て
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
氏
は
文
明

の
意
義
を

讐

の
意
養

解
す
る
者
に
て
、
そ
は
諸
多

の
国
民
の
経
過
し
来
れ
る
過
去
の
歌
讐

現
に
之
を
有
す
る
誠

態

ε
.

コ

　

　

の
蓮
綾
せ
る
も

の
&
見
ん
ご
欲
す
る
。
此

の
意
味
に
於
て
は
人
類
の
交
明
は
そ
が
所
有
罹
を
消
す
る
記
至
り
私
有

財
産
制

の
認

め
ら
る

え

至
り
た

る
以
曹

以
讐

に
於
て
、
明
瞭
に
匝
馴
せ
ら
る
可
き
相
異
を
有
す
る
。
所
有

権
の

ぞ

度
認
め
ら
費

に
至
り
て
よ
り
は
、
肚
會
生
活

の
諸
般
の
關
係
竺

大
聖
化
を
筆

る
に
至

つ
π
。
即

ち
此

の
制
度

の
樹
立

の
矯
め
に
、
從
來
肚
會
紙
雛

血
統
關
係
を
基
聾

し
て
血
族
團
鵠
(四
。
・
.)

、̀ε
し
て
互
に
.対

等
な
暑

の
集
團
な
り
し
も
の
が
打
破
せ
ら
れ
て
、
物
質
的
所
有
の
上
に
築
か
れ
砦

階
級
的
組
織
が
衷
は
る
、

に
至
つ
セ
・
峯

は
昔
時
の
母
権
制
を
打
破
し
母
系
の
俗
を
打
破
↓
て
女
子
は
男
子

の
所
有
な
る
に
至
ら
し
め
た
。

叉
そ
は
土
地

の
私
有
よ
り
し
て
之
を
所
享

・
誉

芸

・
誉

の
階
級
的
匠
別
を
憲

し
め
、
地
代
厩

當
、

利
子
等
藷

新

塞

芒

め
・
鍛

隷

急

ぎ

賃
籔

働
誉

を
笙

せ
し
め
、
或
階
級

が
他
の
階
磐

支

配
す

る

の
制
度

を
造

り
、
終

に
國
家
制

ε
警

察
制

ε

の
獲

蓬
を
見

る
に
至

ら
し
め
投
。

さ
れ
ば
現
今
の
文
明
の
起
原
は
大
凡
に
之
を
山　・
ひ
て
所
有
を
基
礎
享

る
階
級

の
頚
生
し
、
肚
會
が
諸
多

の
階

級
に
分
割
さ
ミ

に
至
り
砦

時
代
、階
級
政
治

の
行
は
る
躍

至
り
だ
る
聴
代
に
在
り
ビ
謂
ふ
…

が
出
來

喝
。

「



階
級
的
肚
會
組
織

の
獲
生
以
前

の
肚
會
に
在
り
て
は
、
各
人
は
其
の
集
團
内

に
在

り
て
は
自
由

に
し
て
孕
等
な

る
を
原
則
ε
し
、
其

の
象
膿
は
驚
く
可
く
健
全
に
し
て
其

の
精
神
は
軍
純
な
る
こ
ε
、
多
く
の
未
開
人
に
關
す
る

記
述
の
示
す
所

の
如
し
。
此

の
未
開
時
代
に
於
け
る
身
紳

の
健
全
な
る
状
態
は
、
畢
寛
之
れ
身
瀞
を
貫
け
る
統

一

ご
調
和

ご
の
存
す
る
に
依

る
の
で
あ
る
。
然

る
に
所
有
擢
を
基
礎
ご
す
る
新
文
明
の
開
く

る
に
至
り
て
よ
り
は
、

此

の
統

}
は
漸
次
に
失
は
れ
、
入
を
し
て
個
人
的
に
も
肚
會
的
に
も
斯
次
に
其

の
生
活
の
健
全
を
失
は
し
む
る
に

至

つ
噛

右

の
如
き
見
地
よ
り
し
て
ヵ
ー
.ペ
ソ
タ
ー
氏
は
更
に
進

む
で
考
ふ
る
に
は
、

人
の
生
産
力

の
増
加
に
依
り
て
財
産

の
増
加
せ
し
事
實
は
、
三
様

の
道
に
於

て
人
に
射
し
て
働
を
及
ぼ
す
も
㊨

で
あ
る
。

一
に
は
人
を
し
て
自
然
よ
り
隔
離
せ
し
め
、
二
に
は
人
を
し
て
眞
實
の
自
己
よ
り
分
離
せ
し
め
、
三
に

は
八
を
し
て
其
の
朋
輩
ま
り
分
離
せ
し
む
る
。
即

ち
所
有

の
獲
達
に
依
り
、
財
産

の
増
加
に
依
り
て
、
人
は
漸
次

に
其

の
自
然
的
生
活
を
捨

て
、
人
爲
的
生
活
に
移
り
、
居
住
衣
服
食
物
等
に
於
て
総

べ
て
自
然
的
な
る
も
の
を
捨

て
、
.益
々
人
工
的
な
る
も
の
を
用
ゆ
る
に
至
る
。
天
人
は
其

の
慾
望
満
足
に
封
ず
る
あ
ら
ゆ
る
物
質
的
手
段
を
有

す
る
に
至
れ
ば
、
諸
多

の
方
.面
に
於
け
る
戚
毘
上

の
享
樂
を
追

ひ
て
只
管
其

の
満
足
を
求

め
、
身
坤

一
膿

こ
し
て

の
生
活
上

の
満
足
を
得
る
こ
ビ
よ
り
も
、
個
々
の
威
壁
上

の
享
樂
に
耽
り
、
自
己
と
生
活

こ
の
分
離
を
来
す
を
避

け
難
い
。
而
し
て
叉
最
後
に
は
財
産

の
増
加
す
る
に
連
れ
て
人
は
自
己

}
個

の
世
界
を
造
り
、
自
己
の
利
害

を
以

論

説

カ
ー
ペ
ン
タ
ー
の
耐
雪
改
革
意
見
.

第
九
巻

(第
二
號

二
五
)

二
三
五

3>ibid・,PP・ 2-26



,

論
・
覗
.

カ
」
ペ
ン
タ
ト
の
肚
會
改
革
意
見

第
九
巻

(第
二
既

二
六
)

二
==
ハ

て
他
人

の
利
害

ご
分
離
ぜ

る
、
大
多

敷

の
場

合
に
於

て
は
之

ご
相
反

せ

る
も

の
だ

る
に
至̀

ら
し

め
、
人

々
は
共
同

一
致

の
生
活

を
爲

ず
を
止

め
て
、
互

に
自
己

の
城
塞

に
立
籠

り
て
個
別
的

な
る
生

活
を
轡

み
、
.他

人
は
之
を
朋
輩

覚

る
よ
り
も
、
之
を
仇
敵

ε
見

る
場
合
多
き
に
至
る
を
遊
げ
難

い
。
而
し
て
之
れ
實
に
所
有
権
の
獲
蓮
ε
財
産

の
増
加
ε
の
矯
め
に
生
ぜ
る
生
活
上
の
攣
化
な
る
を
思

へ
ば
、
所
有
椹

の
獲
達
が
交
明
攣
輔
の
上
に
齎
せ
る
意
義

の
如
何
に
大
な
る
か
を
知
る
こ
凶
が
出
來

る
で
あ
ら
、う
。
而
し
て
又
庇

の
状
態

の
表
は
る
、
に
至
れ
ば
、
肚
會
二
「

般

の
秩
序
維
持
.の
短
め
に
国
家
的
組
織

ご
警
察
制
度
ご
の
獲
生
の
必
要
を
見

る
に
至
る
や
育
を
挨
セ
阻
。

さ
れ
ば

モ
ル
ガ
ソ
(寓
。
茜
雲
閣
》
旨
δ
曇

ω
。
n聾
}↓

の
如
き
も
、
.友
明
釣
瓶
態
は
人
格
蘭
基
礎

の
上
に
築
か
る
》

よ
り
牡
、
地
理
的
に
し
て
所
有
権
に
依
り
て
作
ら
れ
投
る
基
礎

の
上
に
立
つ
も
の
ε
し
て
居
る
レ
即
ち
氏
は
人
類

竈

の
窪

上
に
於
け
る
財
産
所
有

の
勢

の
絶
大
な
る
を
主
張
し
、

ア
リ
ア
ン
及

セ
、・、
・
・
ク
の
諸
國
民
を
野

禁

闕

の
慧

よ
b
毒

し
妥

明
に
委

し
髭

・
も
の
は
、
此
の
財
産
所
有
様

り
て
齎
嚢

、
勢
力
な
、

を

述

べ

て

居

る

。

・

繋

る
に
・
國
家
的
政
雑

織
の
當
初
診

式
は
君
議

治
に
し
て
、次
は
寡
頭
政
治
及
茎

権
政
治
で
あ
・
。

。然

る
に
.今

や
此
等

の
も

の
は
其

の
活
力

を
失

ひ
て
、

人

々
は
外
界

の
勢
力

に
封

ず
る
衷
.心
の
信

仰
を
失

ひ
、
然

か

も
其
の
生
活
を
導

可
き
饗

の
内
的
勢
力
を
捕
捉
す
・
能
薯

・
霰

に
、
現
今
肇

混
沌
ε
し
て
各
人
皆
具

の
小
利
己
心
に
從
て
働
き
、

】
種

の
無
政
府
歌
態
を
呈
し

つ
、
あ

る
。
人
動
も
す
れ
ば
之
を
呼
む
で
民
生
政
治

ε

、'

,



爲
せ
喜

之
れ
決
し
て
餐

の
肇

政
治
に
蒙

。
民
主
藩

は
倉

護

毒

の
駈

造
り
学

に
努
む
可
き

所
の
も
の
に
し
て
、
そ
は
各
人
皆
蕩

眞
婁

・
内
的
要
求
振

り
て
、
統

房

・
鐙

の
下
に
行
動
し
・
馨

は
自
ら
に
し
て
自
由

に
し
て
然
か
も
統

}
あ
る
状
態
に
賺
し
、
人

`
枇
會

ご
が
共
に
失
ひ
な

る
線
翫

ご
彊

丁罐

ピ

を
綾

・
、
政
治
・
決
・
て
外
界

・
巽

猿

・
て
支
配
せ
・
れ
実

麩

は
多
癸

俵

り
て
成
薯

三

人

の
如
亮

働
き
、
各
人
の
要

・求
即
ち
肚
曾
の
要
娶

り
、
其
の
葉

は
常
傭

人
的
に
レ
て
同
時
経

璽

良
心

に
依
り

て
導

か
れ
允

る
も

の
庵
な
く

て
は
な
ら
ぬ
64

ヵ

1
ペ

ツ
タ

ー
氏

は
看

の
如

一
に
考

へ
て
、
所
有

制

の
獲

蓬

が
人
を

し

て
現
時

の
如

く
不
自
然

に
し

て
疾
患

多

・星
.
活
に
入
ら
し
め
た
る
も
の
為

す
。
從
て
氏
の
考
ふ
る
所
に
て
は
、
吾
等
の
進
む
可
茎

明
の
漿

窶

す

・
旨

然
に
暦

、
自
欝

に
考

へ
、
自
欝

墨

活
す
る
を
以
て
驚

喜

な
け
れ
ば
弩

ぬ
・
、今

や
人
姦

瞥

旨

然
を
聾

す

。旨

旨

然
を
離
巽

・
が
故
に
身
讐

虚
響

な
り
精
神
集

健
舎

な
つ
砿

之

を
救
ふ
の
道
は
自
然
に
踊
る
の
外
に
存
芋

。
自
然
に
畢

て
今
少
し
表

食
の
道
禽

軍
に
し
・
然
か

も
同
職

に
精
肺

の
純

「
を
期
す
る
に
於
て
は
、
吾
等

の
文
明
は
調
和
あ
る
も
の
ε
な
ヶ
、
各
人
は
相
互
に
相
助
け
て
、
全

艦
は
各
自
の
爲
め
に
、
各
自
は
全
讐

爲
め
に
生
存
す
る
に
至
b
、
安
磐

垂

轡

は
藷

享
受
せ
ら
る
、
で
あ

ら
う
。
斯
乏

五辱

の
肚
宵

共
産
禦

態

雫

旨

ら
な
る
大
輔

を
掌

を
得
可
く
・
外
界
よ
り
来
る
震

ε
統
制

ε
は
贋

れ
て

、
各

人
自
獲

の
内
的

要
求

は
顛

ち
藪

に
大

い
な
る
統
制

ご
し
て
自
然
的

な
る
働

を
爲
し
得

る

論

説

力
⊥

夏

-
の
砒
會
改
革
意
見

.
第
九
巻

(第
二
鵬

二
七
)

二
三
七

4)ibid.,PP.27-34



論

説

力
1

ペ
ン
タ
ー
の
肚
會
改
革
意
見

に

至

る

可

き

で

あ

る

。

第
九
巻

ハ第
二
號

二
八
)

二
三
八

,

r

　三

商
業
主
義
の
失
敗
と
其
害
毒

(

右

は
交
明

一
般

に
封

ず

る
批

評

で
あ

っ
て
、
文

明

史
的
致
察
を
基

と
す

る
も

の
で
あ

る
。
然

る
に

ヵ

1
ペ
ン
タ

ー
氏

は
更

に
経
済
史
的
考
察

に
基

ひ
て
現
賠

の
終
演

に
封

ず
る
批

評
を
試

み
て
、
其

の
病

根

の
在

る
所

を
明
か

に

せ
む
と
期

レ
穴
。

・

氏

は
謂

う

や
弓

前
世
紀
の
中
葉
に
當
り
て
世
は
正
し
壷

商
貿
易
に
依
り
て
救
済
せ
ら
る
可
し
ご
爲

す
の
見
解
が
行
は
れ
遼
。

即
ち
彼

の
自
由
競
争

の
大
原
則
に
依
b
、
各
人
を
し
て
各
自

の
利
益

の
爲
め
に
其

の
好
む
が
盤
に
爲
さ
し
め
よ
。

各
国
を
し
て
ヌ
共
の
利
盆
掌

る
所
に
向

っ
て
爲
す
が
盤
に
爲
さ
し
め
よ
。
斯
毛

通
商
交
易

の
働
に
依
り
て
世

は
遠

か
ら

ざ
る
内

に

一
の
大
.い
な
る
四
海

同
胞

の

一
大
固
結

と
化

す
可
し

ざ
せ
ち
れ
投

の
で
あ

る
。
暫

時

の
論
者

は
以
爲
ら
く

、

シ
ェ
フ
ィ
ー

ル
ド
の
鍛

⊥

の
錬

ひ
授

る
鎌
は
露
西

亜

の
百
姓

に
依

り
て
用

ゐ
ら
れ

、
之

を
以

て
刈

取
ら
れ
れ

る
小
変

の

}
部
は
軈

て
英
国

人

の
胃

の
鵬

を
満

す
ご
ε

、
な

る
可
し
。

又

ラ
ン
カ

シ
ヤ
イ

ア
ー
の
紡

績

.

工
女

が
工
場

に
於

て
印
度
人

の
爲

め
に
翰
出
向

の
糸

を
紡

ぎ
、

一
日

の
業
果
て

」
宅

に
蹄
り
来

れ
ば
、
彼
女

は
其

勢
を
馨

せ
ん
が
矯
め
空

販

の
茶
を
畷
る
可
く
、
然
か
も
典
薬
は
印
度
に
於
け
る
有
色

の
其
姉
妹
に
依
り
て
摘
み

く
.

9

,



「

取

ら
れ

な
る
も

の
な

る
可
し
。
絡

べ
て
斯
く

の
如
く

に
し
て
世
は
有
無
相
逼

掌
る

一
の
大

い
な
る
共

同
團
艦

と
し

て
利
益

ε
繁
榮

ε
幸

価

と
圓
満

と
宇
和

ε
安
慰

ε
に
充

ち
、
世
界

を
塞
・げ
て

一
家

の
如
く

に
共

生
を
樂

し
む
に
至

る
可
し

ε
。

,

是
は
洵
に
美

し
き
夢
で
あ

っ
だ
。併
し
乍
ら
其
夢
は
如
何
に
美
し
Σ

も
、唯
だ

一
場

の
甘
夢
起

る
に
外
な
話

。

今
や
世
の
様
を
見

れ
ば
、
通
商

ご
貿
易
ビ
は
行
は
れ
て
居

る
。
頗
る
盛
に
行
は
れ
て
居

る
け
れ
ご
も
、
自
由

ε

夜
警

埼

所
に
奮

か
。
在
る
は
唯
だ
餐

奴
蕎

で
あ
る
。
禽

民
は
爪
を
磨
き
牙
を
鳴
ら
し
て
阿
修
羅
の

圏
孚
を
事
ご
し
て
居
る
。

「
。

此

の
甘
夢
が
な

ゴ
骨
芽
穴
る
に
止
ま
り
、
終

に
實
現
さ
れ
な
か
っ
た

の
に
は
、
抑
も
理
由
が
あ
る
。
然

か
も
其

の
理
由
は
簡
単
℃
あ
る
。
其

の
所
謂
通
商
貿
易
な
る
も
の
は
利
己
ε
食
慾

ε
を
基
礎
と
す
る
濁
の
で
あ

っ
授
。
世

界
的
共
同
差

響

を
齎

す
可
き
精
欝

基
礎
を
初
よ
り
有

っ
て
居
な
か

婁

。
之
が
理
由
で
あ
・
。
轡

其

の

種
子
以
外

の
果
實
を
結
き

譲

出
講

。
友
愛

の
精
神
芽

、
共
同

の
精
神

譲

け
た
る
所
に
、
如
何
に
し
て

世
鼻
同
胞
主
義

の
共
同
体
落

が
成
立
ち
得

や
う
そ
。

仍
て
少
し
く
現
箆

於
け
・
通
商
貿
易
主
義

の
叢

の
跡
を
譲

る
に
、
其

の
著
明
な
る
も
の
が
三

つ
あ
る
。

第

一
は
自
由
放
任
の
政
策

一四蕾
①
〒
芭
話

が
、
實
際

に
於
て
は
各
人
の
圓
満
無
碍
な
る
交
通
芝
各
国
民

の
自
由

な
る
交
易
&
の
下
に
、
共
同
的
な
る
平
安

の
世
界
を
造
り
出
す
こ
ご
な
く
し
て
、
却
て
強
食
弱
肉

の
状
態
を
醸
成

論

説

力
-
ペ
・
タ
あ

祀
會
肇

覧

第
九
巻

第
ご
號

一
死
二

三

九

5)Ed,CarpenteらTowai・dsIndustrialFreedom,2nd.e(1.,Londonlq【8,PP.
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.

」
.

呼

論

説

・
-
ペ
・
・
あ

肚
魯
肇

意
見
.

第
九
巻
.
舅

號

三
9

二
四
・

し
、
各
個
人

の
間
に
は
激
烈

な
る
瞥
利
上

の
圖
争
行
は
れ
て
、適
者
残
存
の
理
法
臨
容
赦
な

く
其

の
暴
威
を
振

ひ
・

各
国
民
間

に
は
又
大

い
な
る
貿
易
上

の
競
争
行
は
れ
て
、
利
己
的
な
る
政
策

の
下
に
幾
多
の
不
自
然
な
る
結
果
を

.

齎
す
ご
ξ

な
つ
な
。
暫

て
今
や
自岳

放
任

の
政
策

に
饗
し
て
は
大

い
な
る
反
動
の
気
勢
起
り
来
り
・
経
済
號

霧

裡
に
於
け

る
弱
者

は
之
を
國
家
が
保
護
す
る
に
あ
皐

ん
ぱ
、唯

だ
見
殺
に
t
る
を
避
舟

替

る
に
至
り
・

臨

間

の
脛
澄

學

は
又
却

っ
て
臨

を
し
て
自
由
交
易
を
紡
ぐ
る
幾
多

の
政
、策
を
講
じ
て
以
て
自
ら
衛
る
の
必

要
切
實
な
る
も

の
あ
る
に
至
ら
し
鍵

。
之
は
實
旨

歯
鏡
書

目
虫

変
易
主
義
が
其

の
結
聾

し
て
齎
芸

所

で
、,
當
初

の
豫
親
ご
.は
全
然
反
翻
せ
る
も

の
で
あ
る
。

第
二
に
學
ぐ
可
き
は
生
産
上
井
ぴ
に
交
易
上
に
於
け
る
詐
偽
的
行
動
の
獲
生

こ
増
加
ご
之
で
あ
る
。
之
は
現
時

の
商
業
競
争

の
下
に
於
て
は
洵
に
著
明
な

る
所

の
も
の
で
、
競
争

の
激
烈
は
不
正
手
段
に
依
り
て
競
争
者
を
亮
さ

ん
ご
す
る
に
至
り
、
あ
ら
ゆ
る
詐
術
を
用
み
て
商
品

の
萱
廣
め
を
寫
す
㊨
必
要
を
生
み
、
厩
舎
を
利
用
し
て

一
般

消
費
者
を
瞞
着
す
る
に
至

っ
た
。
現
今
大
生
産
者
や
大
商
人
が
廣
告
の
爲
め
に
費
す
所
は
莫
大
な
る
額
に
上
ぼ
つ

て
居

る
が
、
之
は
現
時

の
商
業
主
義
に
伶

ふ
も

の
で
、
昔
時
に
は
其

の
必
要
が
な
か
っ
た
。
昔
時
に
在

り
て
は
市

場
が
地
方
的
な
り
し
爲
め
に
生
産
ご
清
費
ε
需
要
&
供
給
ε
は
地
方
的
に
密
接

の
關
係
を
有
し
、
其
の
適
合
は
圓

滑
・
行
は
れ
・
.然
・
・
釜

膳

鍵

め
塗

筆

・供
給
・
糞

に
獲

て
行
は
巽

の
で
あ
る
か
ら
・
薯

の
不
適
合

を
見

る
場
合
は
少
↑
、
廣
告

の
必
要
な
ご
は
多
く
存
在
す
る
飴
地
が
な
か
つ
π

の
で
あ
る
Q
一然
る
に
現



時

に
在
レ
て
は
生
産
は
智
利

の
爲
め
に
行
は
れ
、.
供
給
は
需
要
に
先
立
ち
て
表
は
る

、
の
歌
態
を
逡
り
出
せ
し
が

爾
め
に
、
廣
告

に
依
り
て
需
要
を
喚
起

す
る
の
必
要
起
り
、
其

の
廣
告
に
費
さ
る
」
所

の
も

の
は
、
結
局
商
品

の

代
慣
に
加
算
さ
れ
て
、
肚
會
二

般

が
無
益
に
之
を
負
撚
す
る
の
愚
を
演
ず
る
こ
と
へ
な
つ
だ
。

ナ

第
三
に
翠
ぐ
可
き
は
現
時
に
於
け
る
交
易
状
態

の
不
安
定
ご
從
て
生
挙
る
脛
濟

一
般

の
不
安
定
こ
い
ふ
こ
ご
之

で
あ
る
。
是
は
姫
産
ε
消
費

こ
の
連
絡
密
な
ら
争
、
需
給
の
適
合

の
確
實
な
ら
ざ
る
よ
り
來
る
當
然

の
状
態

で
あ

る
。
而
し
て
現
時

の
如

く
智
識
が
生
産
上
に
利
用
せ
ら
る
、
時
代
に
在
り
て
は
、
生
産
技
術
士
に
於
け
る
新
投
な

る
獲
明
は

一
朝

に
し
て
或
種
の
商
品
叉
は
或
地
方

の
産
業
に
劃
し
て
大
革
命
を
生
ぜ
し
め
、
之
に
因
る
生
産
上

の

浮
沈
興
廃
は
顕
窪

し
て
随
所
暴

生
し
つ
・
あ
る
。
之
が
響

に
企
業
は
不
安
極
ま
る
も

の
叢

り
、
纒
濟

一

般
の
状
況
を
不
安
定
な
ら
し
む
る
の
人

な
る
や
實
に
移
し
き
も

の
ε
謂
は
ね
ば
な
ら
孤
。
其
他
」
般
的
に
現
時

の

商
業
な
る
も
の
は
常

に
間
中
模
紫

の
状
況
に
在

る
も

の
な
れ
ば
、
其
の
動
揺
の
大
に
し
て
不
安

の
甚
し
き
こ
芒
、

前
代
未
だ
曾
て
有
ざ
る
所
で
あ
る
。
然

る
に
商
業
は
軈
て
之
れ
生
産
ご
消
費
と
を
連
結
す
る
も

の
な
れ
ば
、
短
め

に
纒
潜
…界
全
・竸

の
不
安
定
を
齎
す
こ
ご
の
大
な
る̀
は
洵
に
避
け
難
き
研
…&
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

総
て
右
等
の
弊
害
は
現
時
の
商
業
主
義
が
瞥
利
を
基
礎

と
し
、
利
己
ε
食
慾
を
標
準
ε
駕
し
、
砒
會
全
般
の
幅

利
を
眼
中
に
置
く
こ
`
な
く
㍉
利

の
爲
め
に
働
き
て
用

の
爲
あ
に
働
か
ざ
る
よ
b
乗

る
次
第

で
あ
る
。
精
神
的
に

共
伺

一
致

の
要
素
の
飲

げ
た
る
こ
ご
櫃
即
ち
病

の
根
源
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
英
国

の
如
き
に
在
り
て
商
業
主
義

論

説

力
-
ペ
・
・
-
の
殖
會
改
革
意
見
.

第
九
巻

第
二
號

三
一
)

一
西

一

』
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,

論

説

カ
i
ペ
ン
タ
ー
の
壮
會
改
革
意
見

第
九
巻

(第
二
號

三
二
)

二
四
二

は
前
世
紀
の
中
葉
以
來
大
い
な
る
物
質
的
繁
榮
を
齎

し
、
国
富

の
増
加
ε
通
商
貿
易

の
隆
盛

ε
を
招
來
し
た
り
ぜ

雄
も
、
然
か
も

一
面

に
於

て
砿
批
會

の
不
安
ご
不
幸

ご
を
し
て
前
代
未
聞

の
も
の
だ
ら
し
め
な
。
此

の
擬
態
を
革

新

し
て
美

ご
幸
騙
ご
に
満

て
ろ
新
肚
會
を
造
ら
む
が
矯
め
に
は
、
新
精
神

の
樹
立
と
産
業
上
に
於
け
る
新
主
義

の

確
立
ご
.の
外
に
は
糠
る
可
き
何
物
も
な
い
。
樹
木
は
其

の
種
子
ε
異
れ
る
果
實
を
結
ぶ
こ
ε
は
出
來

ね
の
で
あ
る
。

や

現
時
㊨
精
神
を
以
て
し
て
は
、
.友
愛
や
人
道
や
美
や
善
や
を
其
中
よ
り
絞
り
出
す
可
き
素
地
は
な
い
。
唯
之
れ
利

の

己
ざ
悪
徳
ご
粗
野
ε
悲
惨
ご
が
物
質
的
繁
榮
&
相
競

ふ
て
増
長
し
行
く

の
み
で
あ
る
。

ラ

.

四

勢

働

の
藝

術

化

と

自

由

な

る
就

會

生

活

(

以
上
論
ず
る
が
如
く
に
し
て
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
氏
は
、
現
時

の
交
明
ご
現
時

の
経
済

ε
の
弊
害
多
き
を
措
摘
し
叉

其

の
状
態
の
行
詰
れ

る
を
思
ふ
ご
同
時
に
、
之
を
改
革
し
て
新
た
な
る
善
美
の
砒
脅

せ
経
済
組
織
を
造
り
出
す
の

必
要
の
迫
れ
る
を
信
じ
、
其

の
政
造

の
大
事
業
を
行

ふ
に
就
い
て
大

い
な
る
確
信
を
示
し
て
居

る
の
で
あ
る
。
而

し
て
氏
の
就
曾
改
造

の
大
眼
目
は
肚
曾
組
織

の
敢
革
&
同
特
に
必
ず
や
時
代
精
神

の
改
造
を
行
は
ざ
る
可
ら
す

ε

ロ

籍
す
に
存
し
、
之
に
依

り
て
肚
會

の
人
々
が
楼
利
熱
を
去
り
競
争
心
を
捨

て
Σ
善
ご
美

ご
に
向

っ
て
生
存

の
意
義

を
樹
て
、
・和
衷
共
同
の
精
神
を
以
て
肚
會
全
般
の
圓
満
に
し
て
安
慰
な
る

生
活
を
造
り
出
す
に
努
力
せ
ぎ
る

限

り
、
如
何
に
物
質
的

な
る
繁
榮
を
見
叉
形
而
下

の
改
善
改
革
を
行

ふ
ε
も
吾
等

の
肚
曾
は
到
底
善
美
に
し
て
圓
満

6}ibid・PP.21-41
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な
る
を
得
す
叉
各
人

の
生
活
も
安
慰
快
適
な
る
を
得

る
見
込
は
な
い
ご
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
氏
は
此

の

精
帥

の
根
本
的
涵
養
よ
り
し
て
各
人
が
其

の
生
活
を
美
化
し
勢
働
を
美
化
し
、
勢
働
は
各
自
の
之
を
好
み
且

つ
樂

む
所
な
る
が
故
に
之
を
爲
す
も

の
た
る
の
状
態
を
造
り
出
さ
～
る
可
ら
季
こ
す
る
。
斯

か
る
歌
態

の
下
に
於
て
各

人
が
各

々
共
生
に
安
ん
じ
其
業

を
樂
み
て
適
意
の
活
動
を
爲
す
に
於
て
は
、吾
等
の
祉
曾
は
自
ら
に
し
て
整
備
し
、

自
然
的
に
し
.て
自
由
な
る
然
か
も
、
友
愛
に
満
ち
同
情

に
富
み
だ
る
、
温
か
き
共
同
生
活
膿
ε
な
る
を
信
ず
る
の

で
あ
る
。
即
ち
氏
の
耽
會
改
造

の
標
的
は
第

一
に
は
吾
等

の
生
活
を
し
て
今
少
し
く
善
美

な
る
生
き
甲
斐
あ
る
も
r

の
た
ら
し
.む
る
こ
ご

、
、
-第
二
に
は
勢
働
自
艦
が

「
の
喜
悦
拠
り
快
樂
な
る
に
至
ら
し
む
る
こ
ξ
、
に
存
す
る
。

氏
は
以
爲
ら
く
っ
.

の

ラ

ッ

セ
ル
(ココ
n
昌
昌
畠
蜀
『鴇
。
=
)
の
謂

ふ
に
は
、
人

の
慾
念

は
大
磯
に
於

て
之

を
二
大

別
す

る
こ
ε
が
出
来

る
。

り

　

む

り

一
は
所

有

9
。
。・ω①隆
憾
)
の
慾
念

で
他

は
創
造

(∩
器
円

く。
〕
の
慾
念

で
あ

る
。
前

者

は
人
を

し
て
利
己
的

な
ら
.レ

め
互

に
闘
争

軋
轢

せ
し

む
る
に
反
し

て
、
後
者

は
人

を
し

て
共

同
的
な
ら
し

劫
、
相
互
共
助

の
精

神

に
依

り
て
團

騰
的
調

和
を
得

せ
し

む

る
も

の
な
り

ご
。.
今
人
心

冠
肚
會

生
活

ご
を
政
造

し

て
、
人
生

を
今
少

し
く
善

美

な
ら
し

め
、
勢
働

を
し

て
愉
快

な

る
活

動
な
ら

し
む

る
を
妨

く

る
大

い
な
る
事
由

に
、
現
今
人
々

の
行

動

が
所

有

の
慾
念

に
依
り

て
導

か
る

＼
所
多

く
し

て
、
然

か
も
其

の
慾

念

が
富

裕

な
る
階
級

の
人

々
に
最
も
眠

く
、
膏

に
財
物

に
封

ず

る
所
有

を
得
ん

ご
希
求

す
る

の
み
な
ら
す

、
同
特

に
ガ

を
獲

得

し
て
、
人

を
支

配
せ
む

ε
す
ポ

の
慾

念
強

き
こ

論

説

力
-
ペ
ン
タ
ー
の
肚
曾
改
革
意
見

第
九
巻

奮

二
號

三
=
;

二
四
三
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論

説

カ
ー
ペ
ゾ
タ
ー
の
枇
會
改
革
意
見

第
九
巻

(第
二
號

三
四
}

二
四
四

ε
に
存

せ
ざ

る
を
得

な
い
o
而

し
て
そ
は
又
現
實

に
財
物

を
所
有

す

る
亡
い
ふ
よ
り
も
、
唯

だ
理
由
も

な
竃
之

を

'

所
有
せ
ん
ε
す
る
の
希
求

嘗
四
三
p
亀

。
三
富
σq
.侍窪
・
鵯
)
た

る
場
合
多
く
、
.然
か
も
之
が
爲

め
に
多
数
人
は
其

の
生
.

活
を
し
て
、
日
に
悲
惨
に
日
に
殺
風
景
な
ら
し
め
つ
、
あ

る
。

右
の
事
由
あ
る
が
爲
め
に
昔
時
及
び
未
開
時
代
に
在
り
て
は
、
却

っ
て
入
生
は
生
甲
斐
あ
る
も

の
な
り
勢
働
は

愉
快

な

る
も

の
止
り

し
實

蹟
あ

み
に
拘

ら
す

、
現
時

の
商
工
業
時
代

(8
§

。
・。
一匹
巨

雪

囲・
=

喧

B
.
)
に
在

力

て

は
生
存
は
頗

る
阻
調

に
し
て
不
味

の
も

の
と
な
り
、
多
散
人

に
取
り
て
は
生
存

の
愉
快

ε
か
勢
働

の
快
樂
ビ
か
い

ふ
が
如

き
は
、
寧
ろ
滑
稽
に
聞
ゆ
る
有
様

ご
は
な
っ
て
來
把
。

・熱
れ
ざ
も
今
や
漸
く
に
し
て
此

の
瓶
.態
は
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
.ス
に
到
達

し
.、
璽
化

の
必
要
は
愈

々
切
り
來
り
又
攣

化

の
兆
候
は
歴
然
ご
し
て
表
は
る
、
に
至

っ
た
。

然
ら
ば
生
存
を
し
て
意
義
あ
る
も

の
た
ら
も
め
、
勢
働
を
し
て
愉
快
な
る
も

の
π
ら
し
む
る
の
道
は
何
れ
に
在

ク

リ
ま
チ
し

プ

る
や
。
そ
は
頗

る
簡
輩
で
あ

る
。勢
働
は
そ
が
自
由
に
し
て
創
造
的

の
も

の
れ
る
.限
り
は
愉
快
な
る
も
の
な
り
て
ふ

事
實
を
知
れ
ば
即
ち
足
り
る
。
さ
れ
ば
要
は
唯

だ
…労
働
を
し
て
自
由

な
ら
し
め
ρ
且

つ
之
を
創
造
的
の
性
質

の
も

の
な
ら

し
む
る
に
在
る
。
面
し
で
生
存

は
實
に
勢
働
に
依
り
て
其

の
意
義

の
大
部
分
を
籍
す
も

の
に
て
、
人
は
目

醒
め
た

る
聞
は
必
ず
や
何
等
か

の
勢
働

を
爲
し
∬
て
生
を
迸

る
む

の
な
れ
ば
、
勢
働
を
し
て
愉
快
な
る
も
の
た
ら

し
む
る
限
り
、
生

存
は
從
て
愉
快

な
る
も
の
ご
な
る
。
同
時
に
叉
労
働
が
創
造
的

の
も

の
起
る
限
り
、
そ
は
人
々



■、

.

を
し
て
之
に
依

り
て
自
己
を
獲
挿
せ
七
め
、
自
我
實

現
を
爲
さ
し
む
る
所
以
な
れ
ば
、
其

の
生
存

が
之
に
依
り
て

意
義
あ
る
も
の
ご
な
る
や
吉
口
を
挨
血
ぬ
。

勢
働

の
自
由

こ
い
ふ
は
人
々
を
し
て
共

の
天
性

の
好
む
所

に
從
て
働

か
し
む
る
を
云
ふ
に
外
な
ら
ぬ
。
視
聴

の

如

く
之
を
好

ま
ざ
る
場
合
に
於
て
も
生
活
の
必
要
上
長
時
間
威
勢
働
に
束
縛
せ
ら
れ
、
之
を
脱
す
れ
ば
生
活
を
爲

.

し
得
ざ

る
が
如
き
状
態
は
、
不
自
由

な
る
勢
働
で
あ

る
。
而
し
て
人
々
が
自
由
に
自
己
の
好
む
勢
働
を
爲
す
に
於

て
は
其

の
仕
事
は
輿
實

の
意
味
に
於

け
る
褻
術
で
あ

る
。
藝
術
は
決
し
て
縛
轟
や
彫
刻

の
類
に
限
ら
れ
穴
る
も

の

で
は
な
い
。
荷
も
創
造
的
な
る
勢
作

の
行
は
る
＼

限
り
、
そ
は
凡
べ
て
藝
術

で
あ
る
。
さ
れ
ば
人
々
は
生
甲
斐
あ

る
生
存
ご
、
愉
快
な
る
勢
働
を
爲
さ
ん
が
爲
め
に
は
、
各
自
皆
此

の
置
き
意
味
に
於
け

る
藝
術
家

こ
し
て
、
.自
我

の
實
現
ご
自
己
解
放

こ
の
爲
め
に
.
仕
事
に
従
事
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
各
人
が
自
由
に
自
己
.の
好
む
所

を
邊
む
で
勢
働
に
従
事
す
る
限
り
、
肚
會
生
活

は
自

ら
に
調
和

み
る
も

の
ε
な
り
、
愉
快

に
し
て
善
美
な
る
も
の

だ
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
要
は
挺

y
勢
働

が
自
由

に
し
て
創
造
的
な

る
の
黙
に
存
す
る
。

・

勢
働
が
自
由
に
し
て
且

つ
愉
快

な
る
も
の
た
る
に
於
て
は
、
勢
働
の
連
続
を
以
て
成
れ

る
生
存

が
愉
快
に
し
て
.

恵

に
満

て
る
も

の
た

る
可
き
の
み
な
ら
ず
、
勢
働
に
よ
り
て
製
作
さ
れ
決
る
物

は
皆
美
く
し
く
整

へ
る
も

の
た
ら

ざ

る
を
得
ぬ
。
蓋
し
創
造
力
の
表
現
が
自
由
に
行
は
れ
捻
る
作
品
は
即
ち
之
れ
人
生
其
者
の
具
膿
化
で
あ
っ
て
、

人
生
が
快
適
圓
満
な
る
も

の
な
る
限
り
其

の
作
品
は
必
ず
や
整
美

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
芙
ど
い
ふ
は
必
一覚
無
理

論

説

カ
i

ペ
ン
タ
ー
の
肚
會
改
革
意
見

第
九
巻

(第

二
號

三
五
)

二
四
五

'
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論

説

ヵ
-
ペ
ン
タ
ー
の
壮
會
改
革
意
見

第
九
巻

(第
二
號

三
六
)

一画
六

の
癩
い
調
和
の
取
れ
た
る
も

の
を
意
味
す
る
に
外
な
ら
識
か
ら
.で
あ
る
。

斯

の
如
く
に
し
て
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
氏
は
各
自
が
自
由
に
共
好
む
所
に
從
.て
業
を
寫
す
に
至
れ
ば
、
肚
會
は
生
産

者

の
諸
種

の
團
騰
の
自
治
に
.依
り
て
、
自
ら
に
し
て
調
和
あ
る
状
態
を
造
り
出
[す
に
至
り
、
.自
由
な
る
肚
會
生
活

の
行
は
る
、
に
至

る
可
き
を
信
か
る
。

氏
は
国
家
が
園
内

の
産
業
を
自

ら
取
行
ふ
が
如
き
は
其

の
宿
僚
式
ε
形
.式
主
義
こ
の
駕
め
に
人
を
し
て
堪

え
ざ

〆

ら
し
む
み
に
至
る
可
し
ε
信
挙
る
。
現
今
に
於

て
も
既
に
国
家
は
其

の
御
役
所
風
ご
形
式
主
義
と
の
矯
め
に
少

か

ら
季
鮭
會
を
困
却
せ
し
め
つ
、
あ
る
次
第
な
れ
ば
、
之
を
し
て
更

に
甚
し
か
ら
し
.む
可
き
組
織
は
、
.到
底
堪
え
得

べ
か
ら
ざ
る
も
の
&
考
ふ
る
の
で
あ
る
。
.

.

元
求
人
は
法
律
に
依
り
て
支
配
せ
ら
る
～
よ
り
も
習
慣
に
依
り
て
支
配
せ
ら
る
、
を
好

む
者

で
、
法
律
は
な
く

ゴ

ε
も
瀧
會
は
成
立
ち
得

る
。
注
律

ご
習
慣

ε
は
決
し
て
同

一
な
ら
す
。
古
き
社
倉
や
未
開

の
祉
會
は
成
交

の
法
律

は
西
之
を
敏
げ
ざ
も
習
椴
…の
あ
る
に
依
り
て
能
く
存
綾
す
る
を
得
…、
然

か
も
好
く
調
和
あ
る
軋
轢
皿な
き
圓
濫
…な
る

共
同
生
活
を
駕
し
得
だ
。
其

の
實
例
は
之
を
現
存
す
る
諸
多

の
未
開
人

の
間
に
も
見

る
を
得
可
き
ε
同
時
に
、
隊

丁

洲

の
如
き
進
・め
る
国
々
に
在

か
て
も
爾
は
愛
蘭

や
瑞
典
や
瑞
西
な
ご
の
農
民
の
如
き
は
、
多
く
は
之
れ
慣
習
に
依

b
て
生
き
て
居

る
も
の
だ
る
に
過
ぎ
ぬ
。
さ
れ
ば
法
律
な
く
政
府
な
き
自
由

に
し
て
自
然
的
な
る
肚
曾
生
活

は
、
現

恥

の
如

き
法
律
的
に
束
縛
さ
れ
な
る
、
特
に
所
有
擢

の
極
楷

に
依
り
て
固
「め
ら
れ
な
肚
會
生
活

の
弊
害
を
去
り
て



軸

新
肚
會
組
織

こ
し
て
人
類
の
幸
輻
を
堆

し
得
る
も

の
ご
せ
な
け
れ
ば
な
ら
瞭
。

然

る
に
或
論
者
は
斯
か
る
束
縛
な
き
耐
食
生
活

の
下
に
於
て
は
、
人

々
は
勢
苦
を
避
け
て
安
逸
を
貪
り
、
怠
惰

に
日
を
送
り
て
勤
勉
は
世
に
跡
を
絶

つ
に
至
る
可
し
と
怒

る
、
。
之
は
併
し
乍
ら
杞
憂
で
あ

る
。
人
は
怠
惰
に
し

て
幸
輻
な
り
得

る
も

の
で
は
な
い
。
活
動
は
生
物
の
生
命
で
あ
る
。
現
今
束
縛
的

な
る
自
己

の
好
ま
ざ
る
勢
働
に

従
事
し
.
從
て
勢
働
を
苦
痛

ご
す
る
者
の
考
よ
b
す
れ
ば
、

一
ご
度
其
の
束
縛

の
繹
か
る
、
に
於
て
は
人
は
怠
惰

に
日
を
送
り
て
敢
て
勢
働
を
爲
さ
ん
ε
は
企
て
ざ
る
可
し
ε
考
ふ
る
で
あ
ら
う
け
れ
ざ
も
、
そ
れ
は
強
制
的
.な
る

　

不
自
由

の
勢
働

に
慣
れ
た
る
者

の
見
解
起
る
に
過
ぎ
濾
。
自
由
興
し
て
何
等
の
束
縛

な
く
強
制
な
く
、
各
自
が
自

由
に
自
己
の
好
む
所

の
勢
働
を
選
び
得
る
歌
態

の
下
に
在
り
て
は
、
人
は
必
.牽
や
何
等
か
の
勢
働
を
選
む
で
之
に

.
徒
事
す
る
で
あ
5

う
。
働
く
は
愉
快
な
れ
ざ
も
、
怠
惰
に
日
を
送

る
は
其
の
無
聊
に
堪
え
巾
實

に
苦
痛
多
き
も

の

れ

る
を
悟

る
可
き
ゃ
明
か
で
あ
る
。
之
れ
人

の
天
性

で
、
漫
然
爲
す
怨
く
し
て
日
を
送

る
ほ
こ
苦
痛
な
る
も
の
は

な
い
。
勤
勉
に
働
き
て
遇

々
休
息
す
る
が
故
純
休
息
は
愉
快
な
れ
ざ
も
、

」四
六
時
中
休
息
ば
か
り
し
て
居
て
は
、

そ
は
實

に
堪
え
難
き
苦
痛
な
る
こ
ε
疑

ふ
可
か
ら
ざ
る
事
實

で
あ

る
。

束
縛
な
く
強
制
な
き
自
由
な
る
勢
働

に
在
り
て
は
、
勢
働
は
現
今
の
如
く
現
今

の
大
多
数

の
場
合
に
於
け
る
が

如

く
苦
痛
た
ら
す
し
て
、
大

い
な
る
喜

π
り
、
愉
快

な
る
任
務
な
り
、
實
に
生
存
其
者
え
る
可
き
を
知
ら
な
け
れ

ば
な
ら
鳳
。
帥

ち
勢
働
は
現
時
に
於
け
る
が
如
く
手
段
行
爲
な
ら
す
し
て
、
そ
れ
自
身
が
目
的
だ
ヶ
、
從
て
そ
は

論

説

力
1
ペ
ン
タ
ー
の
肚
會
改
革
意
見

第
九
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三
七
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.

・



論

説

カ
ー
ペ
ン
タ
ー
の
弛
會
改
革
意
見

第
九
巻

(第
二
號

三
入
)

一酉
八

一
の
娯
樂
ε
し
て
行
は
る
、
を
得
て
、
眞
實

の
意
味
に
於
け
る
藝
術
な
る
に
至
る
可
き
こ
ε
記
述

の
通
り
で
あ
る
。

斯
か
る
自
由
な
る
肚
曾
生
活
の
下
に
在
り
て
は
、
生
産
は
元
よ
り
用

の
爲
め
に
行
は
れ
て
現
時

の
如
く
瞥
利
の

矯
め
に
行
は
る
、
こ
ざ
な
く
、
美
ご
用

ご
を
目
的
ご
し
て
生
産
は
狂
は
れ
、
自
由

猛
る
生
産

ε
自
由
な
る
交
易
ご

.

の
下
に
、
團
磯
全
般

の
利
益
と
幸
幅
こ
の
爲
め
に
す
る
自
給
的
脛
濟
.の
行
は
る
＼
に
至

ろ
可
き
を
疑
ふ
こ
ε
が
出

來
粛
。
而
し
て
團
膿

の
自
給
経
濟
の
爲
め
に
用
を
目
的
ご
し
て
生
産
が
行
は
る
」
に
至
れ
ば
、
現
時

の
如
く
唯
だ

利
の
爲
め
に
生
産
及
び
交
易
上
に
無
駄

を
行
ふ
.必
要

な
き
に
至
る
が
故
に
、
各
自

の
跡
働
は
其
の
時
間
短
く
し
て

然

か
も
よ
く
團
禮
全
般

の
必
要
を
充
す
に
足

る
だ
け
の
生
産
上
の
結
果
を
塞
・げ
得
る
筈
で
あ
る
。
各
自
は
自
己
の

趣
味
嗜
好
に
從
て
其
業
を
行
ふ
も

の
な
れ
ば
其

の
生
産
能
率
は
強
制
的
に
好
ま
ざ
る
勢
働
を
寫
す
を
原
則
ξ
す
る

現
時
よ
り
も
遙
か
に
増
大
す
可
き
や
勿
論
で
、
其
爲
に
も
亦
各
自

の
勢
働
時
間
は
少
く
し
て
然
か
も
好
く
團
艦
の

用
を
充
す
に
足
る
だ
け
の
生
産
が
行
は
れ
得
る
筈
で
あ
る
。

.

,

現
時

の
人
々
の
考
を
.以
て
す
れ
ば
、
人
は
報
酬
を
得
る
こ
ご
な
く
し
て
は
勢
働
を
爲
す
も

の
に
非
室
ご
考

へ
ら

る
.、
で
あ
ら
う
。
け
れ
ご
も
團
騰
が
纏
り
π
る

一
膣
巳
し
て
生
存
し
其
間
に
完
全
な
る
共
同

一
致

の
作
業
の
行
は

る
」
に
至
れ
ば
、
者
自
は
團
艦
の
杢
盤
ご
し
て
の
生
存

の
爲
め
に
働

き
、
其

の
必
要
に
患

じ
て
働
き
、
決
し
て
現
時

の
意
味
に
於
け

る
報
酬
を
得
る
こ
ご
を
以
て
勢
働
の
必
要
條
件
と
は
せ
槍
で
あ
ら
う
。
現
時
は
用

の
薦

め
の
生
産

に
あ
ら
寧
し
て
利

の
爲
め

の
生
産
た
り
、
血

ゴ
費
.ち
ん
が
爲
め
の
生
産
な
る
が
故
に
直
接
に
貨
幣
上
の
報
酬
を
要

,



飛
せ
ら
る
、
け
れ
こ
も
、
團
膿
的
脛
濟
σ
完
全
な
る
共
同
生
活

の
下
に
在
り
て
は
斯
か
る
直
接
な
る
個
別
的
報
酬

は
必
要

ご
せ
ら
れ
な
い
。
其
歌
恰
も
人

の
身
膿

に
於
℃
手

の
働
き
、
足

の
動
き
、
其
働
く
や
、
身
騰
全
騰
の
必
要

の
.矯
め
に
し
て
何
等
報
酬
の
問
題

の
起

り
來
る
鯨
地
な
き
ご
同
様
で
あ

る
。

斯
か
る
自
然
的
な
る
團
禮
纒
濟
は
必
ず
や
雅
楽
吾
等

の
有

つ
可
き
経
済
組
織

と
し
て
、
唯

一
の
可
能

に
し
て
叉

合
理
的
な
る
も

の
で
あ
る
。
然
か
も
そ
は
魔
術
師
の
杖

の

一
振
り
に
依
り
て
忽
然
こ
し
て
表
は
れ
来
る
が
如
き
も

の
で
風
な
い
。
着

々
準
備

の
整

へ
ら
れ
て
徐

々
に
實
現
さ
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
而

し
て
其
の
完
全
な
る
實
現
を

見

る
迄

に
は
、
現
時

の
…瓶
態
&
此

の
將
來

の
状
態
と
を
繋
ぐ
可
き
中
間

の
渦
…渡
的
状
態
が
暫
[く
は
存
在
す
可
き
こ

ご
理
の
當
然
で
あ
る
。
見
よ
、
現
今
既
に
其

の
準
備
は
色
々
に
行
は
れ

っ
、
み

る
を
。
農
業
方
面
に
於

て
も
商

工

業
方
面

に
於
て
も
種
々
の
組
合
圃
艦
は
組
織
せ
ら
れ
、
著

し
き
獲
蓮
を
遂
げ
つ
N
あ
る
。
而
し
て
其
筈

の
自
腰
的

な
る
多
撒

の
組
合
は
又
互

に
連
絡
を
取
り
て
国
家
的
に
結
合
し
つ
、
あ
る
。
此
等

の
準
備

が
漸
次
完
成
成
熟
す
巻

に
連
れ
て
、
軈
て
將
來
に
於
て
は
、
完
全
に
自
由
な
る
圓
満

に
し
て
整
美
な
.る
團
鴉
的
経
済
が
造
り
上
げ
ら
れ
、

之
に
依
り
て
現
時
.の
個
人
主
義
的

な
る
商
業
組
織
に
固
有
な
る
種
々
の
弊
害
は
除
去

.せ
ら
れ
、
藪

に
甫
め
て
吾
等

の

の
肚
會
は
、
曾
て
昔
時
に
之
を
有
し
穴

る
が
如
き
、
安
慰
な
る
鯨
裕
あ
る
も

の
ビ
な
る
を
得
可
き
次
第
で
あ
る
。

凡

べ
て
右

の
如

き
は

カ
ー

ペ
ン
タ
ー
氏

の
肚
會
改

革
に
閲

す
る
意
見

の
大
様

で
あ

る
⑩
説

く
所

は
交

明

一
般

に

,

封

ず

る
批

評

よ
b
始

ま
り

て
勢
働

ε
肚
會

生
活

巳
の
美
化

に
及

び
、
利

の
爲

め

の
生
産

を
捨

て

、
用

の
爲
め

の
生
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二
五
〇

奮

を
行

ひ
、
以

て
肚

會
生

活
を
し

て
自
由

に
愉
快

に

然

か
も
用

足

り
事

備

は
り
な

る
も

の
た
ら
し

め
ん

巳
す

る
に

在
す
る
・
蕃

轟

は
多
少

ユ
ー
ト
・
ア
的

分
子
を
交

へ
癌

奮

で
は
な
・
が
、
日
常
生
活
の
美
化

募

働
及

・

ぴ
産
業
の
藝
術
化

こ
の
必
要
を
力
説
し
之
に
依
り
て
以
て
甫

め
て
耐
…會

の
改
造

の
大
事
業
は
態
く
圓
満
快
適
な
る

將
來
の
新
組
綴
を
迎
ふ
を
得
可
し
8
爲
し
、
そ
弟
が
爲
め
に
何
は
扱
て
措
き
視
聴

の
唯
物
的
享
樂
蜆
を
亡
ぼ
し
人

心

の
改
造
を
行

卵
の
必
要
な
る
を
説
く
所

は
、
寝
に
好
く
時
弊

に
的
中
し
、
叉
よ
く
肚
會
改
造

の
大
眼
目
を
捕

へ

得
起
る
も
の
、ε
謂

は
ね
ば
な
ら
譲
。

4
ソ
テ
ー
氏
等
が
此

の
見
解
を
継
承
し
・て
勢
働

の
美
化
を
説
き
美
術
ご
手
職

ε
の
一
致
を
希
望
し
、
終
に
中
世
手
工
業
組
織

の
復
興
に
法
り
て
、
將
來
に
於
け
る
脛
濟
組
織
を
建
設
せ
ん
ε
企

て
、
現
時

の
極
端
な
る
自
由
競
争
制
と
商
業
的
智
利
主
義
を
亡
ぼ
し
て
、
將
來
に
は
團
鷹
的
共
同
生
活
ご
非
智
利

的
に
し
て
藝
術
的
な
る
生
産
組
磐

を
櫛
巻

ん
厳

し
・
響

購

霧

経

義

ぐ
・
垂

れ
・
は
、
理
論

當
然
の
開
展
ε
謂
は
ね
ば
な
ら
弧
つ
吾
人
匠

カ
ー
ペ
ン
タ
ー
氏
が
現
時

の

一
般
的
な
る
唯
物
的
傾
阿
ε
極
端
な
る

智
利
主
義

ご
を
排
し
、
利

の
爲
め
の
生
漉
を
止
め
て
用

の
爲
め
の
生
産
を
主
張
し
、
勢
働

を
自
由
に
し
て
之
を
愉

快
な
る
目
的
行
爲
な
ら
し
め
、
現
時
何
ご
恥
く
人

の
人
ε
し
て
の
生
存

ε
勢
働
ε
が
分
離
せ
る
を
救
は
ん
が
矯
め

に
、
勢
働
を
し
て
自
由
に
し
て
創
造
的

の
も

の
投
ら
し
め
、
之
を
以
て
人
生
の
意
義

を
形
造

る
重
要
要
素
な
ら
し

め
ん
ε
し
、
人
生
を
以
て
愉
快

な
る
勢
働

の
連
緬
ご
爲
さ
ん
ε
す

る
思
想
の
根
柢

に
罫
し
て
、
太

い
菰
る
共
鳴
を

戚
著

る
を
得
な
い
。舞

働
旨

常
生
響

の
美
化
。
是
鋳

に
現
代
の
捕
は
れ
馨

祉
會
生
活
の
解
放
の
要
諦

で

あ

る

。
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